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秋
季
年
末
闘
争
に
む
け
て
、

各
単
組
で
総
学
習
・
総
対
話
運

動
の
と
り
く
み
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
要
求
前
進
を
め
ざ
し
、

す
べ
て
の
職
場
か
ら
組
合
員
の

声
を
集
め
、
要
求
書
に
反
映
さ

せ
る
運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
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９
月
２０
日
、
名
古
屋
市
職
労

の
住
宅
都
市
局
支
部
は
分
会
長

会
議
を
開
催
。
支
部
の
統
一
要

求
と
秋
季
年
末
闘
争
の
と
り
く

み
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
分
会

役
員
を
中
心
に
４０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

ま
ず
会
議
に
先
立
っ
て
、
市

職
労
本
部
の
鈴
木
賃
金
調
査
部

長
を
講
師
に
人
勧
学
習
会
を
行

い
、
８
月
８
日
に
出
さ
れ
た
人

事
院
勧
告
と
、
９
月
７
日
に
出

さ
れ
た
名
古
屋
市
人
事
委
員
会

勧
告
の
問
題
と
特
徴
点
を
学

習
。
鈴
木
さ
ん
は
月
例
給
２
８

９
４
円
の
引
き
下
げ
を
は
じ
め

と
し
た
市
の
給
与
勧
告
の
ポ
イ

ン
ト
、
定
数
削
減
や
労
働
強
化

に
よ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問

題
な
ど
に
つ
い
て
指
摘
し
、「
市

職
労
が
提
起
し
て
い
る
『
職
場

最
前
線
ア
ン
ケ
ー
ト
』
と
『
賃

金
改
善
に
関
す
る
要
請
書
』
に

と
り
く
み
、
職
場
の
身
近
な
要

求
か
ら
改
善
を
実
現
し
よ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
職
場
討
議
に
よ
る

定
員
要
求
の
確
立
な
ど
支
部
統

一
要
求
と
、
秋
の
総
学
習
や
支

部
の
重
点
と
り
く
み
な
ど
秋
の

た
た
か
い
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
分

会
の
中
で
問
題
を
話
し
合
い
、

職
場
の
要
求
を
確
立
し
た
い
」

「
合
併
の
話
が
出
て
お
り
、
分

会
で
と
り
く
ん
で
い
る
」な
ど
、

と
り
く
み
の
目
標
や
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
分
会

の
中
で
要
求
実
現
に
向
け
た
学

習
会
の
開
催
、
全
県
決
起
集
会

な
ど
の
集
会
へ
組
合
員
の
積
極

的
な
参
加
を
促
そ
う
と
意
思
統

一
し
ま
し
た
。
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豊
橋
市
職
労
で
、
９
月
１４
日

よ
り
秋
の
総
学
習
・
総
対
話
運

動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

総
対
話
運
動
の
初
日
、
南
部

学
校
給
食
共
同
調
理
場
で
早

速
、
職
場
討
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
職
場
役
員
か
ら
２
０
１
２

人
事
院
勧
告
の
問
題
点
や
こ
の

秋
の
た
た
か
い
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
労
働
安
全
衛
生
の
た
め
の
人

員
確
保
を
め
ざ
す
、
安
易
な
民

間
委
託
や
正
規
か
ら
非
正
規
へ

の
置
き
か
え
に
反
対
し
、安
全
・

安
心
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
確
保

と
拡
充
な
ど
、
豊
橋
市
職
労
の

要
求
課
題
、
今
後
の
賃
金
確
定

の
交
渉
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
調
理
場

の
委
託
化
反
対
へ
、
私
た
ち
の

仕
事
の
必
要
性
を
市
民
に
ア
ピ

ー
ル
す
る
こ
と
が
大
事
」「
現

場
の
現
状
を
管
理
職
に
対
し
て

知
っ
て
も
ら
う
機
会
を
設
け
よ

う
」「
再
任
用
の
条
件
に
つ
い

て
、
常
勤
８
時
間
を
め
ざ
そ

う
」
な
ど
積
極
的
な
声
が
あ
げ

ら
れ
ま
し
た
。

市
職
労
で
は
、
１０
月
３
日
の

中
央
委
員
会
で
行
わ
れ
る
要
求

書
の
議
決
ま
で
に
、
す
べ
て
の

支
部
・
分
会
で
総
学
習
・
総
対

話
を
実
施
し
、
す
べ
て
の
組
合

員
の
声
と
力
を
結
集
す
る
こ
と

で
、
改
善
の
運
動
を
つ
く
り
あ

げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
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９
月
１２
日
、
尾
東
地
区
協
の

総
会
で
「
２
０
１
２
年
人
事
院

勧
告
の
内
容
と
秋
季
年
末
闘
争

の
基
本
』
と
題
し
て
、
県
本
部

の
望
月
副
委
員
長
を
講
師
に
学

習
会
を
行
い
、
２０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

学
習
会
で
は
ま
ず
１２
人
事
院

勧
告
に
つ
い
て
、
国
家
公
務
員

の
給
与
が
民
間
に
比
べ
７
・
６７

％
下
回
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
改
善
勧
告
が
行
わ
れ
て
い

な
い
こ
と
や
、
５５
歳
超
職
員
の

昇
給
・
昇
格
制
度
の
改
悪
な
ど
、

学
習
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
上

で
、
望
月
副
委
員
長
は
、「
秋

季
年
末
闘
争
に
む
け
て
、
賃
金

確
定
・
退
職
手
当
・
高
齢
期
雇

用
の
３
つ
の
闘
争
課
題
を
柱
に

た
た
か
お
う
」
と
呼
び
か
け
、

職
場
か
ら
「
怒
り
」
の
声
を
結

集
し
、
不
当
な
賃
金
削
減
攻
撃

を
は
ね
返
そ
う
と
意
思
統
一
を

行
い
ま
し
た
。

愛
知
公
務
共
闘
、
愛
労
連
、

自
治
労
連
愛
知
県
本
部
は
９
月

１２
日
、
愛
知
県
人
事
委
員
会
に

対
し
て
、「
２
０
１
２
年
賃
金

改
善
に
関
す
る
要
請
書
」
を
提

出
。
人
事
院
勧
告
で
示
さ
れ
た

５０
歳
代
後
半
の
昇
給
停
止
な
ど

の
給
与
削
減
を
県
に
持
ち
込
ま

せ
な
い
よ
う
に
求
め
る
と
と
も

に
、
初
任
給
引
き
上
げ
な
ど
若

年
層
の
給
与
改
善
に
つ
い
て
要

請
を
行
い
ま
し
た
。

冒
頭
、
愛
労
連
の
榑
松
議
長

が
、「
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・

復
興
に
お
い
て
、
あ
ら
た
め
て

地
方
自
治
体
、
公
務
公
共
労
働

者
の
果
た
す
重
要
な
役
割
が
明

ら
か
に
な
っ
た
」
と
強
調
。
そ

の
後
、
提
出
し
た
要
請
書
を
も

と
に
「
自
治
体
・
公
務
公
共
労

働
者
が
、『
全
体
の
奉
仕
者
』

と
し
て
誇
り
と
尊
厳
を
持
っ
て

職
務
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
月

例
給
及
び
一
時
金
を
引
き
上
げ

る
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
」
な
ど

１３
項
目
に
わ
た
り
、
公
務
員
が

安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る

賃
金
・
労
働
条
件
の
積
極
的
な

改
善
を
求
め
ま
し
た
。
こ
れ
に

対
し
、県
人
事
委
員
会
か
ら
は
、

「
県
だ
け
で
な
く
、
市
町
村
に

影
響
を
与
え
る
勧
告
で
あ
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。
み
な
さ

ん
の
要
望
を
念
頭
に
適
切
な
勧

告
を
行
う
」
こ
と
や
、
４
年
に

わ
た
る
県
独
自
の
賃
金
カ
ッ
ト

に
つ
い
て
「
長
期
に
わ
た
る
異

常
な
状
態
で
あ
り
、
憂
慮
し
て

い
る
」
と
回
答
。
県
人
事
委
員

会
勧
告
に
つ
い
て
は
、
１０
月
前

半
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

要
請
は
最
後
に
、
県
内
の
公

務
・
民
間
を
問
わ
ず
多
く
の
労

働
者
が
健
康
で
安
心
で
き
る
く

ら
し
・
人
生
の
た
め
の
水
準
を

つ
く
る
県
人
事
委
員
会
の
役
割

を
訴
え
、
労
働
者
を
励
ま
す
積

極
的
改
善
勧
告
を
求
め
終
了
し

ま
し
た
。

公務労働者の役割を強調 仕事の必要性を訴えようと参加者

秋闘にむけ３つの課題確認
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総総学学習習・・総総対対話話始始ままるる

尾 東

国
追
随
の
勧
告
を
許
さ
ず

県人事委員会
へ 要 請

積
極
的
な
改
善
求
め
る
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秋
季
年
末
闘
争
の
前
進
に
む

け
、
９
月
２１
・
２２
日
、
県
本
部

第
１
回
中
央
委
員
会
が
蒲
郡
市

の
明
山
荘
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。伊

藤
委
員
長
は
、
国
民
無
視

の
民
主
党
政
権
を
批
判
し
、「
私

た
ち
の
要
求
を
受
け
止
め
て
く

れ
る
政
治
勢
力
、
そ
し
て
自
治

体
首
長
を
み
な
さ
ん
と
と
も
に

つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
記
念
講
演
で
は
、
西
村

秀
一
・
愛
知
社
保
協
事
務
局
次

長
が
、
社
会
保
障
改
善
へ
地
域

か
ら
の
運
動
で
、「
財
界
・
ア

メ
リ
カ
の
圧
力
を
は
ね
の
け
る

力
を
国
会
の
中
に
つ
く
ろ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。

秋
季
年
末
闘
争
方
針
で
は
、

５
つ
の
た
た
か
い
の
基
本
方
向

を
確
認
。
具
体
的
な
と
り
く
み

と
し
て
、
９
月
か
ら
１０
月
初
旬

を
総
学
習
・
総
対
話
運
動
の
期

間
と
し
、
組
合
員
の
怒
り
の
声

を
結
集
す
る
。
１０
月
５
日
を
全

県
一
斉
要
求
提
出
日
、
同
１５
日

を
回
答
指
定
日
。
同
２９
日
か
ら

統
一
交
渉
ゾ
ー
ン
と
し
て
、
１１

月
２
日
に
全
県
決
起
集
会
を
配

置
し
、要
求
の
前
進
を
は
か
る
、

な
ど
を
確
認
し
ま
し

た
。討

論
で
は
９
人
の

中
央
委
員
が
発
言
。

「
各
支
部
と
の
懇
談

で
、
組
合
員
の
怒
り

の
声
を
拾
う
」（
名

古
屋
市
職
労
・
蛯

原
）、「
採
用
２
年
目

の
職
員
を
執
行
部
に

迎
え
、
若
返
り
を

図
っ
た
」（
西
尾
市

職
・
簗
瀬
）、「
非
正

規
の
待
遇
改
善
を
求

め
、
請
願
署
名
に
と
り
く
む
」

（
半
田
市
職
・
竹
原
）、「
政
治

を
学
ぶ
職
場
討
議
を
行
い
、
現

状
を
突
破
す
る
」（
蒲
郡
市
職
・

中
根
）
な
ど
、
積
極
的
な
意
見

が
あ
い
つ
ぎ
ま
し
た
。

自
治
労
連
共
済
の
優
位
性
を

活
か
し
、
組
合
員
の
拡
大
を
推

進
し
よ
う
と
、
９
月
１７
日
、
労

働
会
館
で
県
本
部
共
済
学
校
が

開
催
さ
れ
、
１１
単
組
・
共
済
本

部
・
県
本
部
よ
り
２８
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
共
済
本
部
の
高
橋

副
理
事
長
は
基
調
講
演
「
自
治

労
連
共
済
の
役
割
と
そ
の
拡
大

の
意
義
」
で
、
民
間
や
外
資
系

の
保
険
会
社
に
比
べ
て
営
利
を

求
め
な
い
自
治
労
連
共
済
は
、

掛
け
金
も
安
く
、
組
合
員
の
要

望
を
も
と
に
、
よ
り
良
い
制
度

が
実
現
で
き
る
と
説
明
。「
組

合
員
の
安
心
と
信
頼
に
応
え
る

自
治
労
連
共
済
が
果
た
す
役
割

に
確
信
を
持
と
う
」
と
訴
え
ま

し
た
。

そ
の
後
、
実
際
の
支
払
い
事

例
を
も
と
に
共
済
を
学
ぶ
分
科

会
が
行
わ
れ
、「
あ
ら
た
め
て

自
治
労
連
共
済
の
良
さ
が
分

か
っ
た
」
「
組
合
員
に
確
信
を

持
っ
て
す
す
め
た
い
」
な
ど
、

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

１．全ての職場で学習と討論で要求を
積極的に掲げ、組合員参加の行動
で実現をめざします。労働組合が
見える活動を元気に行い組織の強
化と拡大をすすめます。

２．退職手当削減など自治体への押し
つけを許さず、自治体・公務公共
職場に働く全ての労働者の労働条
件改善をめざします。年金接続ま
で確実な雇用を求めるとともに労
働法制改悪させないとりくみをす
すめます。

３．「地域主権改革」に反対し、職場
で住民のくらしと仕事を語り、自
治体・公務公共の役割について住
民と対話し共同運動をすすめま
す。原発ゼロの共同運動をすすめ
ます。

４．消費税増税や社会保障の改悪を実
行させないとりくみを住民と共同
ですすめます。住民のいのちとく
らしを守る施策の拡充を求めると
ともに、悪政のおおもとから転換
させるチャンスとして総選挙や名
古屋市長選挙にとりくみ安心して
くらせる社会をめざします。

５．憲法改悪・比例定数削減に反対す
るとともに、普天間基地の無条件
撤去とオスプレイ配備反対など平
和と民主主義をまもるとりくみを
すすめます。

����� 安くて
安心

自
治
労
連

病気入院
５０００円／１日

掛金
１７９０円／月�

９
月
８
日
、
県
本
部
保
育
所

部
会
は
、
近
藤
直
子
・
日
本
福

祉
大
学
副
学
長
を
講
師
に
、「
子

ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
の

行
方
」
と
題
し
て
県
本
部
で
学

習
会
を
開
催
し
、
７９
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
近
藤
さ
ん
は
、
障

害
者
自
立
支
援
法
に
応
益
負
担

の
仕
組
み
が
取
り
込
ま
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
、「
新
シ
ス
テ
ム

の
先
行
実
施
で
あ
り
、
こ
の
横

滑
り
を
防
が
な
く
て
は
い
け
な

い
」
と
指
摘
。
ま
た
、
保
育
を

守
る
た
め
に
親
の
理
解
が
何
よ

り
必
要
で
あ
る
と
し
て
、「
プ

ロ
と
し
て
仕
事
を
し
っ
か
り
語

れ
る
よ
う
に
な
ろ
う
」と
訴
え
、

保
護
者
と
の
つ
な
が
り
を
深
め

る
重
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。

沖縄『復帰』４０年
基地を抱える沖縄と
本土との心の架け橋に

『普天間』
●
清
須
市
職
労
（
９
月
４
日
）

執
行
委
員
長

市
江

弥
生

副
執
行
委
員
長

野
々
垣
実
里

書

記

長

原
田

典
子

●
犬
山
市
職
労
（
９
月
１２
日
）

執
行
委
員
長

石
黒

貴
之

副
執
行
委
員
長

北
野

研
吾

〃

吉
野

敦
也

〃

河
野

由
誠

書

記

長

後
藤

泰
介

書

記

次

長

遠
藤

和
幸

（青年劇場公演）

坂手洋二＝作 藤井ごう＝演出

と き １１月２１日�１８：３０開演
ところ アートピアホール
（名古屋市青少年文化センター）
問い合わせは県本部までお願いします。

１
０
５
３
号
の
ク
イ
ズ
の
答

え
は「
セ
ン
プ
ウ
キ
」で
し
た
。

４０
通
応
募
で
３９
通
が
正
解
で
し

た
。以

下
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を

送
り
ま
す
。

一
ノ
瀬
裕
子（
春
日
井
市
職
労
）

伊
藤

秀
高（
名
古
屋
市
職
労
）

榊
原

尚
美（
半

田

市

職
）

竹
安

誠（
岩

倉

市

職
）

中
山

良
子（
豊
橋
市
職
労
）

關
口
奈
央
子（
長
久
手
市
職
労
）

牧
野

順
一（
名
古
屋
市
職
労
）

松
本

幸
司（
豊
橋
市
職
労
）

矢
池

園
子（
名

水

労
）

渡
辺

正
喜（
瀬
戸
市
職
労
）

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、
解
答
お
よ
び
名

前
・
組
合
名
・
職
場
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
名
に
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を
贈

呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２
�
０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁
目

７
�
８

自
治
労
連
愛
知
県

本
部
教
宣
部

締
め
切
り
は

１０
月
３１
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
に

必
ず
近
況
や
職
場
で
の
話

題
、「
あ
い
ち
の
仲
間
」
の

感
想
や
載
せ
て
ほ
し
い
話
な

ど
、書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

ク
イ
ズ
の

カギを解き、二重枠に入る
文字を並べてできる言葉は何
でしょう。
【タテのカギ】�絵を描く才
能 �心くばり �災い。○
○を逃れる �極めて困難。
――の業 �その時限り支給
する金銭 �――に利息を受
け取る �悲劇に終わる恋
�○○を読み若い年齢を言う
	○○が強いしっかり者
【ヨコのカギ】�袴や羽織を
着けない略装 
妻 �魚―
―、卸売り―― �エースが
○○を持して登場 �少しず
つ窮乏すること。――状態
�○○が思いやられる ―
―は繰り返す、いや、――か
ら学ぶ �用意――整う

当当
選選
者者

労労労労労労労労労労労労労労
働働働働働働働働働働働働働働
組組組組組組組組組組組組組組
合合合合合合合合合合合合合合
のののののののののののののの
見見見見見見見見見見見見見見
ええええええええええええええ
るるるるるるるるるるるるるる
活活活活活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動動動動動
をををををををををををををを
元元元元元元元元元元元元元元
気気気気気気気気気気気気気気
にににににににににににににに

県本部第１回
中央委員会

秋季年末末闘闘争争
たたたたかかいいのの基基本本方方向向

１２
秋
闘
の
方
針
と
と
り
く
み
を
確
認

���������
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県 本 部
共済学校

���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������

ププ
ロロ
とと
しし
てて
仕仕
事事
をを
語語
ろろ
うう

助け合いの共済学ぶ分科会

保保
育育
所
部部
会
��
秋
の
学学
習
会会
��

先生の元気な話を聞く参加者

単単
組組
定定
期期
大大
会

役役
員員
紹
介


